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Ⅰ．はじめに

COVID-19のパンデミックによって，我々は
他者との時間空間の共有を制約せざるを得ない
状況下で生活している。対面での会話の機会が
減り，映像や文字言葉の記述によって情報を伝
達する場面が多くなった。時間空間を共有でき
ていたときには，雰囲気，目くばせやジェス
チャーなどで伝わっていたことも，時間空間を
共有できないときには，言葉で記述しなければ
伝わらない。記述に不足があった場合には，他
者に誤った解釈を生むことがある。他者への情
報伝達に関して，これまでよりも不便になった
と感じてしまう。その一方で，図らずも，自身
の記述に一層の注意を払う機会が与えられたと
捉えることもできる。オンライン会議システム
の開発・導入に代表されるように，パンデミッ
クへの環境の適応に甘んじず，自身の情報伝達
能力を進化させたいものである。

本稿では，大学体育における言語による情報
伝達能力の向上をねらいとした授業について報
告する。本授業では，日本語による記述によっ
て，任意の身体動作を他者に伝えることを学生
に行わせた。スポーツ場面での運動指導に代表
されるように，身体動作を伝える場面では一般
に，身振りやその場の雰囲気が重要な情報のひ
とつとなる。しかし本授業では，あえての日本
語による記述のみで他者へ伝えさせることで，
受講者にとって自身の記述の不足や不適切な部
分を省みるきっかけになることを期待した。

Ⅱ．記述の要点

著者は，言葉の記述により正確に情報を伝達
するための要点として，①情報に不足がないこ
とと，②情報を発信する側と受け取る側が言葉
に対する解釈を共有できているのかを挙げて，
学生の記述とその修正を観察した。
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記述では，手順 3と 4において，「腕を伸ばし
た状態で地面と垂直になるように地面に手をつ
く」「腰を浮かす」という指示を与えていた。
記述の確認において，この指示に従って動作を
行った際，図 3bの 3段目のように（矢状面か
らみて）身体が股関節を頂点とした山型になっ
た者がいた。そこで受講者 Bは，手順 3に「体
が直線になるように足を後ろにずらす」という
記述を追加した。また，肘関節の屈曲伸展の程
度およびタイミングの指示について，初めに提
出された記述では，肘関節の屈曲を開始した後，
「きつい」と感じたら屈曲させるのを止め，伸
展動作をはじめるために「腕を伸ばす」という
指示を与えていた。修正された記述では，肘関
節の運動を屈曲から伸展に切り替えるタイミン
グを「腕が 90度」か否かの分岐によって決定
させ，その後の伸展の程度は「腕を 180度まで
伸ばす」といったように，物理量による指示が
追加されていた。

Ⅳ．おわりに

本稿では紙幅の都合上，2名の受講者の記述
を紹介するにとどまったが，課題の成否確認後，
受講者 45名中 28名の受講者が課題を修正して
いた。この 28名の受講者は，対象とする動作
を成立するために自らの記述に不足，あるいは
不適な表現があったことが確認できていた。言

語記述による情報伝達能力は，本授業のような
機会を継続的に設けることで養われると感じて
いる。今後も本授業のような機会を定期的に設
けて，受講者の様子を観察することで，その効
果や授業で扱う際の留意点を確認していきた
い。また，本授業では自らの記述の修正点を確
認しなかった受講者も，他の受講者の記述を確
認するなかで，言語による記述の難しさを感じ
てくれていれば幸いである。そして，著者自身
も，本授業を通して言語による記述の面白さを
改めて感じることができた。 
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